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高清水へ全校遠足
遠野小学校の全校表現活動「遠野の里の物語」で歌い伝えてきた
「トーヌップ」をみんなで合唱しました。
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請　

願

◆
請
願
第
２
号　

教
職
員
定
数
改
善
と
義

務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
２
分
の
１
復
元
を
は

か
る
た
め
の
、
２
０
１

９
年
度
政
府
予
算
に
係

る
意
見
書
採
択
の
要
請

に
関
す
る
請
願

［
請
願
者
］岩
手
県
教
職
員
組
合

花
北
遠
野
支
部
支
部
長

�

高
橋
克
典
ほ
か
１
名（
採
択
）

議
員
発
議

　

今
定
例
会
で
は
、
１
件

の
議
員
発
議
案
（
意
見
書

１
件
）
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。

意 

見 

書

◆
発
議
案
第
２
号

教
職
員
定
数
改
善
と
義

務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
２
分
の
１
復
元
を
求
め

る
意
見
書

　

学
校
現
場
に
お
け
る
課

題
が
複
雑
化
・
困
難
化
す

る
中
で
子
ど
も
達
の
豊
か

な
学
び
を
実
現
す
る
た
め

に
は
教
材
研
究
や
授
業
時

間
を
十
分
に
確
保
す
る
こ

と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
特

に
小
学
校
に
お
い
て
は
、

18
年
度
か
ら
新
学
習
指
導

要
領
の
移
行
期
間
に
入

り
、
外
国
語
教
育
実
施
の

た
め
授
業
時
数
の
調
整
な

ど
対
応
に
苦
慮
す
る
状
況

と
な
っ
て
い
る
。
教
職
員

が
人
間
ら
し
い
働
き
方
が

出
来
る
た
め
の
長
時
間
労

働
是
正
が
必
要
で
あ
り
、

そ
の
た
め
の
教
職
員
定
数

改
善
は
欠
か
せ
な
い
。　

　

子
ど
も
達
が
全
国
ど
こ

に
い
て
も
一
定
水
準
の
教

育
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
国

の
施
策
と
し
て
定
数
改
善

に
向
け
た
財
政
保
障
を

し
、
子
ど
も
達
の
豊
か
な

学
び
を
保
障
す
る
た
め
の

条
件
整
備
を
図
る
た
め
、

教
職
員
定
数
改
善
と
義
務

教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の

国
負
担
割
合
を
２
分
の
１

に
復
元
す
る
こ
と
を
求
め

る
意
見
書
を
提
出
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　議員の調査研究活動のために交付される「政務活動費」を下記のとおり公表します。交付額は 1人につ
き 60,000 円（総額 1,050,000 円）で、執行率は 86％でした。

●支出費目別内訳�

「政務活動費」は、議員の調査研究、研修や市政の課題及び市民の意思を把握し、市政に反映させる活動に充てられますが、
交付額を超過して支出した場合は自己負担となります。なお、残額 147,395 円については、遠野市の歳入に返還されました。

� （単位：円）

議 員 氏 名 交 付 額 調 査
研 究 費 研 修 費 資 料

作 成 費
資 料
購 入 費 支出合計 政務活動費

分 執 行 額 執行率

宮 田 勝 美 ※30,000 9,000 9,000 9,000 30.0％
小 林 立 栄 60,000 64,963 19,985 2,376 87,324 60,000 100％
菊 池 美 也 60,000 56,700 5,195 2,484 64,379 60,000 100％
萩 野 幸 弘 60,000 49,773 80,825 3,854 4,320 138,772 60,000 100％
瀧 本 孝 一 60,000 51,600 51,490 103,090 60,000 100％
多 田　 勉 60,000 49,784 6,072 4,320 60,176 60,000 100％
菊 池 由 紀 夫 60,000 49,773 13,659 23,607 87,039 60,000 100％
佐々木大三郎 60,000 68,200 1,344 69,544 60,000 100％
菊 池 巳 喜 男 60,000 54,420 50,704 105,124 60,000 100％
照 井 文 雄 60,000 54,330 9,430 4,700 68,460 60,000 100％
荒 川 栄 悦 60,000 52,900 13,068 65,968 60,000 100％
菊 池　 充 60,000 15,286 15,286 15,286 25.5％
瀧 澤 征 幸 60,000 49,773 9,000 2,850 61,623 60,000 100％
細 川 幸 男 60,000 0 0 0％
浅 沼 幸 雄 60,000 46,600 48,664 95,264 60,000 100％
多 田 誠 一 60,000 49,773 49,773 49,773 83.0％
安 部 重 幸 60,000 49,773 49,773 49,773 83.0％
新 田 勝 見 60,000 49,773 9,000 58,773 58,773 98.0％

合　計 1,050,000 348,422 557,538 62,389 221,019 1,189,368 902,605 86.0％
※宮田勝美議員は、10月分からの支給です。　　※広報費、公聴費の支出はありませんでした。
※１人当たり交付額 60,000 円を超える支出については自己負担です。

政務活動費を公表します
【平成29年度政務活動費執行状況（平成29年４月～平成30年３月）】

［
期
日
］
平
成
30
年
６
月
12
日

［
場
所
］
遠
野
市
議
会
議
場

　

議
員
３
名
が
、
全
国
市
議
会
議

長
会
表
彰
規
程
に
基
づ
き
、
市
議

会
議
員
を
通
算
15
年
以
上
務
め
た

功
績
に
よ
り
、
全
国
市
議
会
議
長

会
か
ら
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
田
勝
見
議
長
に
は
、

全
国
市
議
会
議
長
会
産
業
経
済
委

員
を
務
め
た
こ
と
に
対
し
、
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

全
国
市
議
会
議
長
会

表
彰
伝
達
式

多 田  誠 一
議 員

細 川  幸 男
議 員

瀧 澤  征 幸
議 員

15年表彰 　
平
成
30
年
６
月
定
例
会
が
、
６

月
12
日
に
招
集
さ
れ
、
６
月
22
日

ま
で
の
11
日
間
の
会
期
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　
今
定
例
会
の
一
般
質
問
で
は
、

８
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
市
政
を

問
い
ま
し
た
。

　
市
が
提
出
し
た
案
件
は
全
10
議

案
で
、
専
決
処
分
に
関
す
る
条
例

４
件
、
予
算
１
件
を
承
認
、
条
例

３
件
、
一
般
会
計
補
正
予
算
（
１

億
８
２
０
０
万
円
）
１
件
、
そ
の

他
１
件
を
審
議
し
、
す
べ
て
全
会

一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。
ま
た
、
最
終
日
の
本
会
議

で
は
、
議
員
発
議
に
よ
る
意
見
書

１
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

６
月

 
定 
例 

会

全国市議会議長会表彰伝達式・政務活動費の公表 6  月 定 例 会
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平
成
28
年
６
月
定
例
会

に
お
い
て
設
置
さ
れ
た
特

別
委
員
会
は
、
22
回
の
委

員
会
と
議
員
研
修
な
ど
33

回
の
会
議
等
を
行
い
ま
し

た
。

　

委
員
会
は
、
平
成
24
年

に
制
定
し
た
議
会
基
本
条

例
を
検
証
し
、
下
表
の
取

り
組
み
事
項
を
設
け
て
協

議
し
ま
し
た
。

　

主
な
改
革
と
し
て
、
平

成
29
年
12
月
定
例
会
か
ら

は
、
火
曜
日
の
開
会
に
会

期
日
程
を
見
直
し
、
議
案

の
調
査
研
究
の
た
め
に
常

任
委
員
会
、
論
点
整
理
の

議
員
全
員
協
議
会
を
設
け

ま
し
た
。

　

市
民
と
の
懇
談
会
は
、

市
民
の
発
言
の
機
会
を
増

や
し
、
共
に
地
域
づ
く
り

に
取
り
組
む
機
運
を
高
め

る
よ
う
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
議
員
活
動
や
会
議
の

運
営
を
検
討
し
ま
し
た
。

今
後
は
市
と
議
会
が
検
討

す
る
組
織
を
設
け
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

議
会
改
革
は
、
そ
の

時
々
の
課
題
を
と
ら
え
、

継
続
し
て
取
り
組
む
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

議
会
基
本
条
例
に
基
づ

い
た
市
民
に
開
か
れ
た
議

会
を
実
現
す
る
た
め
、
さ

ら
な
る
取
り
組
み
を
提
案

し
、
報
告
と
し
ま
す
。

議
会
改
革
推
進

特
別
委
員
会

　

委
員
長

　
　
　

荒
川　

栄
悦

　

副
委
員
長

　
　
　

浅
沼　

幸
雄

　

委　

員

　
　
　

小
林　

立
栄

　
　
　

菊
池　

美
也

　
　
　

萩
野　

幸
弘

　
　
　

菊
池　

由
紀
夫

　
　
　

佐
々
木　

大
三
郎

　
　
　

細
川　

幸
男

議会改革推進特別委員会報告書は遠野市議会のホームページに掲載されています。
ご一読ください。

　

市
民
と
の
懇
談
会
は
、

４
月
23
日
か
ら
27
日
に
、

市
内
11
地
区
ご
と
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
て

い
た
だ
い
た
市
民
は
延
べ

１
１
５
名
で
し
た
。

　

少
子
高
齢
化
、
人
口
減

少
を
テ
ー
マ
に
し
て
、
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
方
式
で
企

画
し
ま
し
た
が
、
対
面
方

式
で
行
わ
れ
た
会
場
も
あ

り
ま
し
た
。

　

少
子
高
齢
化
は
、
地
域

に
と
っ
て
マ
イ
ナ
ス
な
面

が
多
い
も
の
で
す
が
、「
少

人
数
の
子
ど
も
に
キ
メ
細

か
な
教
育
が
で
き
る
」「
お

年
寄
り
の
豊
富
な
経
験
が

活
か
せ
る
」
と
い
っ
た
プ

ラ
ス
に
と
ら
え
る
発
言
も

あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
全
体
と
し
て

少
子
化
に
よ
る
地
域
の
活

力
の
減
退
、
後
継
者
不
足

が
心
配
さ
れ
、
高
齢
化
に

よ
る
健
康
不
安
、
交
通
の

便
の
不
十
分
さ
な
ど
が
課

題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　

昨
年
か
ら
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
方
式
を
取
り
入
れ
た

意
図
は
、
様
々
な
地
域
課

題
を
共
に
考
え
、
対
話
の

中
か
ら
自
分
の
出
来
る
こ

と
に
気
付
き
、
地
域
づ
く

り
に
取
り
組
む
意
欲
を
共

有
す
る
こ
と
で
し
た
。
な

お
、
よ
り
多
く
の
市
民
の

意
見
や
要
望
を
聞
き
取
る

こ
と
も
大
切
で
、
次
回
の

開
催
か
ら
は
進
め
方
を
再

検
討
し
ま
す
。

　

議
会
内
で
の
意
見
集
約

で
は
、
各
種
団
体
単
位
で

の
懇
談
会
の
開
催
を
検
討

し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し

た
。

市 民 の声   このコーナーでは、市民のみなさまから議会に寄せられたご意見等について一部
ご紹介します。（文章は、原文のままですが、長い場合は抜粋して掲載しています。）

表紙の子どもがとても可愛くて暖かい気

持ちになります。�（小友町、58歳、女性）

遠野テレビで市議会を見るのが楽しみ

で、また、議会だよりを読むことで議

会のことが詳しく知ることが出来てい

ます。� （青笹町、73歳、女性）

広報、議会だより楽しみに読んでいます。遠

野テレビの毎日の出来事、議会の様子をかか

さず見ています。� （上郷町、86歳、男性）

いつも拝見させて頂いております。「わたしのひとこと」に沢山

の人の思いが伝わってきます。新年度がスタートし、心新たに

夢と希望を持ち頑張りたいと思います。雇用の確保、人材の

育成等の課題･･･期待しております。�（早瀬町、49歳、女性）

「
市
民
と
議
会
と
の
懇
談
会
」を
開
催

平成
30年度

　
意
見
、
要
望
と
し
て

聞
き
取
っ
た
事
項
は
、

各
常
任
委
員
会
で
内
容

を
検
討
し
、
政
策
提
言

に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま

す
。

市
民
に
開
か
れ
た
議
会
の

実
現
の
た
め
に

�
議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会
か
ら
の
報
告

取り組み事項 内　　　　　容 結　　果

ＩＣＴ※ を活用した議会の充実 タブレット端末を導入した議会運営を目指
すほか、議会をインターネット中継する。

市と議会で検討する組織
を設ける。

定 例 会 の 会 期 の 見 直 し 議案の調査研究をする機会を確保する。 平成 29 年 12 月定例会か
ら実施。

市民との懇談の場の見直し 対面する一問一答の方式を改め、より多
くの市民の意見を聞く機会とする。

平成 29、30 年にワーク
ショップ方式を導入。

議 会 基 本 条 例 の 見 直 し 政治倫理の規定を設け、改革の推進・検
証、ＩＣＴの活用を明記する。

現状の運用で足りる。傍
聴規則は見直した。

常 任 委 員 会 の 活 動 強 化 調査研究の強化、公聴会制度の活用で条
例や政策の提案に結び付ける。

平成 29 年 12 月定例会か
ら常任委員会調査を実施。

議 会 図 書 室 の 充 実 議員の調査研究に寄与し、活動を向上。 順次充実を図る。

議 員 定 数、 報 酬 の 検 討 議会や議員活動の魅力化のため、適正な
数を判断し提案する。

市民の声も聴き、引き続
き検討する。

※ＩＣＴ：�情報通信技術の意味。スマートフォンやタブレットを活用することで、正確な内容を迅速に把握し、会議等に
おける議論の深化を図ろうとするもの。

遠野市　　議会改革推進特別委員会報告書

市民と議会との懇談会・市民の声 議会改革推進特別委員会の報告
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〔
調
査
日
〕

　

平
成
30
年
５
月
17
日

〔
参
加
議
員
〕

15
名

▪
遠
野
東
工
業
団
地
整
備

事
業
を
現
地
調
査

　

こ
の
事
業
の
本
年
度
予

算
は
８
億
３
９
０
０
万
円
。

既
存
の
工
業
団
地
の
東
側

開
発
区
域
13
・
８
ha
、
西

側
開
発
区
域
16
・
６
ha
の

整
備
事
業
で
あ
る
。
そ
れ

に
伴
う
道
路
や
実
施
設

計
、
各
種
法
令
の
許
可
申

請
、
造
成
工
事
の
内
容
な

ど
の
説
明
を
受
け
た
。

▪
重
要
文
化
財「
千
葉
家
」

住
宅
整
備
事
業
第
1
期
保

存
修
理
工
事
の
進
捗
状
況

を
現
地
調
査

　

本
年
度
予
算
は
８
４
８

５
万
円
。
母
屋
２
階
の
造

作
解
体
と
、
座
敷
天
井
の

解
体
、土
蔵
、石
蔵
等
の
解

体
工
事
で
あ
る
。

　

近
隣
地
域
で
は
、

あ
ま
り
例
の
な
い
丈

夫
な
屋
根
の
骨
組
み

を
見
る
こ
と
が
で

き
、
そ
の
当
時
の
大

変
な
お
金
と
労
力
が

掛
か
っ
た
様
子
が
わ

か
っ
た
。

　

夏
休
み
期
間
に

は
、
一
般
公
開
さ
れ

る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

〔
研
修
日
〕

　

平
成
30
年

�

５
月
10
・
11
日

〔
参
加
議
員
〕

　

萩
野　

幸
弘

　

佐
々
木　

大
三
郎

　

照
井　

文
雄

　

荒
川　

栄
悦

　

瀧
澤　

征
幸

▪
人
口
減
と
対
峙
す
る
地

方
議
会
に
つ
い
て
北
川
正

恭
氏
が
講
演

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
人
生

１
０
０
年
時
代
の
地
域
デ

ザ
イ
ン
～
人
口
減
少
社
会

に
向
き
合
う
地
域
社
会
～

で
あ
っ
た
。

　
「
中
央
の
こ
と
を
政
府

と
呼
ぶ
が
、
地
方
の
こ
と

を
政
府
と
は
呼
ば
な
い
。

そ
れ
は
地
方
に
は
何
の
権

力
も
な
い
か
ら
で
あ
る
。

国
が
地
方
自
治
体
の
採
点

を
し
て
、
良
け
れ
ば
補
助

金
を
出
す
と
い
う
方
式
で

成
功
し
た
試
し
は
な
い
。

地
方
自
治
体

の
首
長
は
そ

れ
を
変
え
ら

れ
な
い
。
公

職
選
挙
法
で

選
出
さ
れ
た

議
員
に
し
か

変
え
る
こ
と

が
で
き
な
い
。

な
ぜ
な
ら
、

地
方
議
員
は
、

主
権
者
の
代

弁
者
で
あ
る

か
ら
だ
。
国
の
改
革
は
地

方
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。そ
の
た
め
に
は
、

議
会
全
体
が
活
性
化
し
て

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

今
回
の
研
究
大
会
の
大

き
な
テ
ー
マ
は
、
や
は
り

人
口
減
少
で
あ
り
、
日
本

に
と
っ
て
最
も
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
る
。
地
方

や
地
域
か
ら
国
を
変
え
て

い
く
心
意
気
・
覚
悟
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
痛
感
。

　

素
晴
ら
し
い
研
修
会
で

あ
っ
た
。

〔
調
査
日
〕

　

平
成
30
年

�

５
月
23
日
～
25
日

〔
参
加
議
員
〕

　

萩
野　

幸
弘

　

菊
池　

美
也

　

宮
田　

勝
美

　

小
林　

立
栄

　

菊
池　

巳
喜
男

　

瀧
澤　

征
幸

▪
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
遠

隔
合
同
授
業
を
視
察

　

愛
媛
県
西
条
市
で
は

「
学
校
は
地
域
の
核
で
あ

る
」
が
基
本
ス
タ
ン
ス
に

あ
り
、
極
力
統
廃
合
は
し

な
い
方
針
で
あ
る
。

　

小
規
模
校
の
デ
メ
リ
ッ

ト
を
払
拭
す
べ
く
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
活
用
を
模
索
し
て
い
た

と
こ
ろ
、
文
部
科
学
省
の

実
証
事
業
に
採
択
さ
れ
、

平
成
27
年
度
か
ら
「
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
遠
隔
合
同

授
業
」
を
取
り
組
み
始
め

た
。

　

実
際
の
遠
隔
合
同
授
業

を
視
察
し
た
が
、
２
つ
の

学
校
を
光
回
線
等
で
つ
な

ぎ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
室
に

電
子
黒
板
と
大
き
な
画
面

の
ス
ク
リ
ー
ン
を
正
面
と

横
の
２
面
に
配
置
。
お
互

い
の
先
生
と
児
童
が
映
さ

れ
る
と
、
あ
た
か
も
同
じ

教
室
に
大
勢
い
る
か
の
よ

う
な
状
況
で
授
業
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

小
規
模
校
児
童
の
学
習

意
欲
や
学
力
・
表
現
力
の

向
上
、
さ
ら
に
中
１
ギ
ャ

ッ
プ
の
解
消
に
成
果
を
上

げ
て
い
る
。

　

本
市
の
よ
う
に
広
い
地

域
に
点
在
す
る
小
学
校
に

こ
そ
、
こ
の
よ
う
な
遠
隔

合
同
授
業
シ
ス
テ
ム
が
有

効
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
。

▪「
障
が
い
者
千
人
雇
用

推
進
事
業
」
を
視
察

　

岡
山
県
総
社
市
で
は
、

障
が
い
者
を
抱
え
る
家
庭

か
ら
の
意
見
や
、
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
大
量

失
職
、
隣
接
す
る
市
に
誘

致
さ
れ
た
県
立
支
援
学
校

の
卒
業
生
等
の
就
労
の
場

を
担
う
た
め
、
現
片
山
市

長
の
肝
い
り
で
事
業
が
始

ま
っ
た
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
協
定

を
結
び
、「
障
が
い
者
千

人
雇
用
推
進
条
例
」
を
制

定
。
障
が
い
者
と
企
業
を

マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
組
織

を
立
ち
上
げ
、
両
者
の
間

に
立
っ
た
総
合
的
な
支
援

を
展
開
し
て
い
る
。

　

平
成
29
年
５
月
に
目
標

の
「
１
０
０
０
人
」
を
達

成
し
、
現
在
は
「
１
５
０

０
人
」
雇
用
に
目
標
を
上

方
修
正
し
て
い
る
。

　

障
が
い
者
の
就
労
支
援

は
企
業
に
と
っ
て
も
雇
用

義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い

る
。
本
市
に
お
い
て
も
ぜ

ひ
本
腰
を
入
れ
て
取
り
組

ん
で
ほ
し
い
事
業
で
あ
る
。

市政調査会

議 員 有 志
第10回 

日本自治創造学会
研 究 大 会 に 参 加

教 育 民 生
常任委員会
行 政 視 察

学んで行動する議会へ

２校をつなぐ遠隔合同授業の様子

ひとつのフロアに、関連する福祉関係機関・部署が配置されている

解
体
工
事
が
進
ん
だ
曲
が
り
家
を
視
察

明
治
大
学
ア
カ
デ
ミ
ー
コ
モ
ン

棟
前
に
て

人口減少社会の地域デザインについての
パネルディスカッション

視 察 報 告 調 査 報 告
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を
支
払
う
こ
と
は
、
生
産

者
の
た
め
に
な
る
の
か
。

答　
組
合
員
へ
の
説
明
は

ま
だ
不
十
分
で
あ
る
が
、

高
速
道
開
通
で
各
産
直
の

売
上
減
少
が
考
え
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
集
配
シ
ス
テ

ム
を
強
化
す
る
こ
と
で
生

産
品
目
の
拡
大
と
売
り
上

げ
向
上
に
つ
な
げ
た
い
。

販
売
手
数
料
30
％
で
、
結

い
の
市
に
係
る
経
費
の
全

て
を
ふ
る
さ
と
公
社
が
担

っ
て
い
る
。

問　
結
い
の
市
開
業
時
に

出
店
し
た
事
業
者
数
と
そ

の
後
の
状
況
は
。

答　
平
成
18
年
度

の
出
店
当
時
は
、

ふ
る
さ
と
公
社
含

め
て
６
店
舗
で
、

平
成
18
年
度
に
１

店
舗
、
平
成
20
年

度
３
店
舗
が
離
脱

し
、
現
在
は
２
店

舗
で
あ
る
。
採
算

面
で
撤
退
と
い
う

事
情
も
あ
っ
た
と

思
う
が
、
遠
野
市

は
一
貫
し
て
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
と
位
置
づ

け
て
き
た
。

　

ふ
る
さ
と
公
社
は
地
域

商
社
的
役
割
を
担
っ
て
お

り
、
他
の
販
売
先
の
可
能

性
に
つ
い
て
も
検
討
し
て

い
る
。

オ
ー
ル
遠
野
で
観
光
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
を

問　
負
担
金
の
目
的
は
。

答　
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
変
化
、
宮
古
・
室
蘭
間

の
フ
ェ
リ
ー
就
航
と
重
要

な
時
期
で
あ
り
、
道
の
駅

遠
野
風
の
丘
創
業
20
周
年

を
核
と
し
て
市
内
へ
の
誘

客
を
図
り
、
観
光
産
業
の

振
興
を
目
的
に
取
り
組
む
。

問　
創
業
20
周
年
は
、
市

内
の
郷
土
芸
能
団
体
を
は

じ
め
多
く
の
市
民
が
参
加

で
き
る
内
容
に
す
る
べ
き

で
は
。

答　
市
民
の
参
加
は
重
要

だ
と
認
識
し
て
い
る
。
10

月
以
降
の
計
画
に
は
、
郷

土
芸
能
を
披
露
す
る
機
会

を
設
け
た
い
。

問　
道
路
混
雑
と
安
全
へ

の
対
策
を
。

答　
職
員
を
配
置
し
、
無

事
故
へ
の
注
意
を
喚
起
す

る
。

問　
中
心
市
街
地
に
臨
時

駐
車
場
を
確
保
す
る
考
え

は
。

答　
風
の
丘
の
既
存
の
駐

車
場
の
他
、
西
側
の
職
員

駐
車
場
、
東
側
の
草
地
、

旧
綾
織
小
学
校
の
校
庭
を

臨
時
駐
車
場
と
し
て
使
用

す
る
。
中
心
市
街
地
へ
の

誘
導
に
つ
い
て
は
、
今
後

の
混
雑
の
状
況
を
み
て
対

応
を
図
っ
て
い

く
。

問　
各
産
直
の

イ
ベ
ン
ト
へ
の

支
援
は
。

答　
道
の
駅
の

よ
う
な
公
的
な

施
設
へ
の
支
援

の
あ
り
方
と
、

自
主
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
産

直
へ
の
あ
り
方

を
考
え
な
が

ら
、
各
産
直
も

で
き
る
限
り
応

援
し
た
い
。

問　
市
全
体
の
観
光
推
進

に
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

答　
遠
野
市
観
光
推
進
協

議
会
と
し
て
情
報
共
有
、

構
成
団
体
ご
と
の
主
要
な

事
業
・
計
画
に
沿
っ
て
協

力
し
合
い
取
り
組
ん
で
い

る
。
関
係
団
体
で
チ
ー
ム

を
組
み
、
年
間
の
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
活
動
の
動
き
を

把
握
し
な
が
ら
、
役
割
を

持
っ
て
進
め
て
い
る
。
マ

ー
ケ
ッ
ト
調
査
に
基
づ

き
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

を
策
定
し
て
い
く
。

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
会
場
整

備
事
業
で
ク
ラ
ブ
ハ
ウ

ス
を
新
築

問　
新
築
の
必
要
性
は
あ

る
か
。

答　
ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ
カ

ー
ブ
ラ
ジ
ル
選
手
団
の
事

前
合
宿
誘
致
を
進
め
る
に

あ
た
り
、
要
件
を
満
た
す

施
設
が
必
要
。
サ
ッ
カ
ー

場
内
の
既
存
ク
ラ
ブ
ハ
ウ

ス
で
は
、
国
際
競
技
連
盟

の
基
準
を
満
た
し
て
い
な

い
。

問　
得
ら
れ
る
将
来
的
な

効
果
は
。

答　
サ
ッ
カ
ー
大
会
・
合

宿
の
誘
致
の
大
き
な
Ｐ
Ｒ

ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。
サ
ッ

カ
ー
場
の
有
効
活
用
と
し

て
の
一
面
で
は
な
く
、
交

流
人
口
の
増
加
に
向
け
た

考
え
を
も
っ
て
効
果
を
広

げ
て
い
き
た
い
。

問　
共
生
社
会
の
実
現
に

ど
う
取
り
組
む
の
か
。

答　
障
が
い
者
・
老
人
福

祉
は
健
康
福
祉
部
、
中
心

市
街
地
・
駅
舎
等
の
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
対
応

は
環
境
整
備
部
、
心
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
で
あ
れ
ば
教

育
委
員
会
、
あ
る
い
は
子

育
て
応
援
部
の
取
り
組
み

と
な
る
。

　

全
庁
的
な
推
進
を
も
っ

て
、
思
い
や
り
と
心
づ
か

い
の
見
え
る
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
す
。

盛
岡
商
圏「
結
い
の
市
」

と
ふ
る
さ
と
公
社
の
現

状
は

問　
産
直
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

集
配
シ
ス
テ
ム
構
築
業
務

委
託
の
内
容
は
。

答　
配
送
シ
ス
テ
ム
構
築

の
た
め
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
を
お
願
い
す
る
。
現

在
、
風
の
丘
に
集
ま
っ
た

遠
野
産
品
を
１
日
１
回
、

結
い
の
市
に
配
送
し
て
い

る
が
、
今
年
度
か
ら
２
カ

年
度
を
実
証
実
験
と
位
置

づ
け
、
市
内
の
他
の
産
直

と
協
議
し
、
１
日
２
回
配

送
で
き
な
い
か
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
産
直
の
魅
力

ア
ッ
プ
の
た
め
の
さ
ま
ざ

ま
な
技
法
に
つ
い
て
ス
キ

ル
を
学
ぶ
た
め
の
委
託
料

で
あ
る
。

問　
結
い
の
市
の
販
売
手

数
料
は
売
り
上
げ
の
30
％

だ
が
、
他
の
産
直
の
手
数

料
等
は
ど
う
な
の
か
。

答　
産
直
手
数
料
は
概
ね

10
％
と
捉
え
て
い
る
。

問　
こ
れ
だ
け
の
手
数
料

予
算
等
審
査
特
別
委
員
会

遠
野
駅
周
辺
の
整
備
を

ど
う
す
る
か

問　
今
年
度
予
算
に
計
上

し
た
調
査
負
担
金
は
、
Ｊ

Ｒ
と
の
合
築
に
よ
り
、
現

在
と
同
規
模
で
新
築
し
た

場
合
の
経
費
等
を
調
査
す

る
と
い
う
こ
と
か
。

答　
そ
の
と
お
り
で
あ
る
。

問　
調
査
結
果
に
よ
っ
て

は
、
駅
舎
の
未
来
を
考
え

る
会
は
じ
め
市
民
が
、
費

用
面
等
で
納
得
で
き
な
い

場
合
、
整
備
方
針
が
白
紙

に
な
る
こ
と
も
あ
る
の
か
。

答　
今
回
の
調
査
結
果
を

踏
ま
え
、
駅
舎
の
未
来
を

考
え
る
会
や
議
会
で
協
議

い
た
だ
き
、
判
断
す
る
こ

と
に
な
る
が
、
多
額
の
費

用
を
要
す
る
施
設
と
な
れ

ば
白
紙
も
あ
る
。

問　
調
査
の
主
導
は
Ｊ
Ｒ

か
。

答　
調
査
は
、
Ｊ
Ｒ
盛
岡

支
社
を
通
じ
て
Ｊ
Ｒ
東
北

工
事
事
務
所
が
進
め
る
。

調
査
経
過
に
係
る
情
報

は
、
可
能
な
限
り
共
有
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

し
、
駅
舎
の
未
来
を
考
え

る
会
や
議
会
に
も
お
示
し

し
て
い
き
た
い
。

問　

Ｊ
Ｒ
に
は
こ
れ
ま

で
、
整
備
方
針
等
本
市
と

の
十
分
な
話
し
合
い
の
も

と
決
定
い
た
だ
く
よ
う
、

趣
意
書
や
申
入
書
が
提
出

さ
れ
て
い
る
が
、
当
局
と

し
て
、
ま
ち
づ
く
り
の
考

え
を
明
確
に
す
べ
き
で
は
。

答　
こ
の
調
査
が
ス
タ
ー

ト
に
な
る
。
ど
の
よ
う
な

駅
に
し
、
ど
の
よ
う
な
中

心
市
街
地
の
ま
ち
づ
く
り

を
し
て
い
く
の
か
、市
民
、

議
会
と
議
論
し
な
が
ら
進

め
て
い
き
た
い
。

　
予
算
等
審
査
特
別
委
員
会
（
議
長
を
除
く
17
人
の
議
員
で
構
成
、
委
員
長
菊
池
充

議
員
、
副
委
員
長
多
田
勉
議
員
）
は
、
条
例
７
件
、
予
算
２
件
、
そ
の
他
１
件
に
つ
い

て
付
託
を
受
け
、
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
委
員
会
で
は
、
今
後
の
施
策
全
般
に
わ
た
り
活
発
な
質
疑
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
全
10
議
案
が
原
案
の
と
お
り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

遠
野
駅
舎
に
係
る
基
本
計
画
調
査
の
実
施
に
つ
い
て
を

議
員
間
討
議

　

議
案
内
容
の
十
分
な
理

解
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

「
常
任
委
員
会
調
査
」
を
行

い
、
三
つ
の
常
任
委
員
会

（
総
務・教
育
民
生・産
業
建

設
）ご
と
に
、
当
局
か
ら
聞

き
取
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

委
員
会
調
査
に
お
い
て

明
ら
か
に
な
っ
た
議
案
の

疑
問
点
等
を
議
会
全
体
で

理
解
す
る
た
め
、
議
員
全

員
協
議
会
を
行
い
ま
す
。

　

今
定
例
会
の
議
員
全
員

協
議
会
で
は
、
補
正
予
算

案
に
計
上
さ
れ
た
「
遠
野

駅
周
辺
整
備
基
本
計
画
調

査
負
担
金
８
９
６
万
円
」

に
つ
い
て
、
論
点
整
理
を

行
い
ま
し
た
。

【�

整
備
方
針
に
関
す
る
当

局
の
説
明
内
容
】

•

Ｊ
Ｒ
と
市
と
の
合
築
。

•
�

現
駅
舎
と
同
規
模
で
新

築
。

•
�

外
観
は
、
ま
ち
の
シ
ン

ボ
ル
を
目
指
す
。

•
�

遠
野
駅
舎
の
未
来
を
考

え
る
会
の
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
で
の
ア
イ
デ
ア
を

基
本
と
し
、
Ｊ
Ｒ
盛
岡

支
社
と
基
本
調
査
に
係

る
協
定
を
締
結
す
る
。

【
議
員
間
討
議
の
内
容
】

•
�

駅
周
辺
の
施
設
と
の
整

合
性
を
図
る
必
要
あ
り
。

•
�

情
報
の
周
知
が
不
十
分

で
、
拙
速
な
結
論
で
は

な
い
か
。

•
�

市
の
負
担
の
具
体
的
な

提
示
が
必
要
で
は
。

•
�

駅
舎
は
「
ま
ち
の
顔
」

も
っ
と
市
民
と
と
も
に

議
論
を
。

�

交
わ
さ
れ
た
質
疑
、
意

見
を
基
に
、
予
算
等
審
査

特
別
委
員
会
に
お
い
て
、

よ
り
具
体
的
な
質
疑
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。

�

（
以
下
の
記
事
参
照
→
）

大
盛
況
の
風
の
丘
感
謝
祭

盛
岡
南
イ
オ
ン
内
の
結
い
の
市

予算等審査特別委員会予算等審査特別委員会
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問 

　

稲
荷
下
第
二
地
区
土
地

区
画
整
理
事
業
の
効
果
は
。

答
（
市
長
） 

　

見
直
し
も
含
め
地
権
者

と
共
に
考
え
な
が
ら
18
年

の
月
日
を
経
て
遠
野
の
活

性
化
に
大
き
な
役
割
を
残

し
た
。
道
路
、
公
園
、
上

下
水
道
及
び
良
好
な
宅
地

を
整
備
す
る
事
が
出
来

た
。
交
通
の
利
便
性
も
向

上
し
、
建
築
工
事
に
お
い

て
は
約
７
割
を
市
内
業
者

が
施
工
し
、
１
・
９
５
倍

の
経
済
波
及
効
果
に
も
繋

が
っ
た
。

問 

　

今
後
の
土
地
区
画
整
理

事
業
等
の
計
画
は
。

答
（
市
長
） 

　

今
後
の
区
画
整
理
事
業

の
予
定
は
無
い
。
現
在
の

状
況
で
は
未
整
備
箇
所
の

整
備
を
進
め
る
の
は
難
し

い
状
況
で
あ
り
、
住
民
説

明
会
を
開
き
な
が
ら
道

路
、
公
園
の
変
更
、
廃
止

に
向
け
た
見
直
し
作
業
を

進
め
て
い
る
。

問 

　

都
市
計
画
区
域
内
の
市

道
の
現
状
認
識
は
。

答
（
市
長
） 

　

１
級
市
道
の
改
良
率
は

約
95
％
、
２
級
市
道
の
改

良
率
は
約
83
％
で
あ
り
、

市
道
も
含
め
た
道
路
改
良

事
業
は
「
生
活
に
身
近
な

道
づ
く
り
事
業
第
５
期
計

画
」
に
よ
り
実
施
し
て
い

る
。

問 

　

空
き
家
対
策
の
状
況
は
。

答
（
市
長
） 

　

平
成
27
年
10
月
に
副
市

長
を
本
部
長
と
す
る
空
家

等
対
策
本
部
を
立
ち
上

げ
、
市
内
部
の
関
係
課
に

よ
る
庁
内
連
携
体
制
を
整

え
た
。

　

平
成
28
年
に
は
空
き
家

の
実
態
調
査
と
意
識
意
向

調
査
を
実
施
し
た
。

　

平
成
29
年
に
は
、
学
識

経
験
者
等
で
構
成
す
る
協

議
会
を
設
立
し
、
空
家
等

対
策
計
画
の
策
定
に
向
け

協
議
を
進
め
今
年
度
中
に

策
定
及
び
公
表
を
予
定
し

て
い
る
。

都
市
計
画
事
業
に
つ
い
て
問
う
空
き
家
対
策
の
進
行
状
況
は

宮田 勝美  議員
（無会派）
一問一答方式

問 

　

経
営
改
革
３
カ
年
計
画

を
掲
げ
て
取
り
組
ん
だ
中

で
、
平
成
29
年
度
８
２
３

万
円
の
赤
字
。
累
積
赤
字

過
去
最
大
４
０
１
０
万
円

の
原
因
は
。

答
（
市
長
） 

　

経
営
改
革
３
カ
年
計
画

を
着
実
に
実
行
し
て
い
く

に
あ
た
り
人
口
減
少
や
観

光
客
が
減
っ
て
き
て
い
る

こ
と
な
ど
、
様
々
な
要
因

が
重
な
り
合
っ
た
こ
と
に

よ
り
売
上
げ
が
減
少
し
た
。

問 

　
「
結
い
の
市
」は
、開
業
以

来
12
年
間
赤
字
、売
り
上
げ

も
頭
打
ち
状
態
で
累
積
赤

字
８
６
０
０
万
円
に
達
す

る
。農
家
生
産
者
も
交
え
て

採
算
性
と
貢
献
性
に
つ
い
て

検
証
と
協
議
が
必
要
で
は
。

答
（
市
長
） 

　

生
産
者
60
人
の
中
に
は

若
手
も
多
く
、
年
間
売
り

上
げ
５
０
０
０
万
円
超
に

達
し
て
お
り
販
路
拡
大
と

農
業
振
興
の
観
点
か
ら
重

要
。
ま
た
、
遠
野
へ
の
観

光
客
は
、
そ
の
６
～
７
割

が
40
万
人
を
擁
す
る
盛
岡

商
圏
な
の
で
、
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
と
情
報
発
信
基

地
と
し
て
の
有
効
性
を
見

極
め
た
い
。

問 

　

経
営
改
革
３
カ
年
計
画

と
、
風
の
丘
整
備
事
業

（
10
億
円
）
実
施
の
最
中

に
、「
風
の
丘
20
周
年
感

謝
祭
」が
突
然
示
さ
れ
た
。

関
係
団
体
等
か
ら
の
理
解

や
他
観
光
施
設
と
の
整
合

性
と
誘
客
対
策
は
。

答
（
市
長
） 

　

観
光
推
進
協
議
会
の
中

で
議
論
し
て
お
り
全
体
を

見
な
が
ら
進
め
る
。ま
た
、

風
の
丘
を
身
の
丈
に
合
っ

た
整
備
に
よ
っ
て
存
在
感

を
発
揮
し
、
各
施
設
に
波

及
効
果
を
表
し
た
い
。

問 

　
「
馬
事
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
」

は
平
成
29
年
度
で
最
終
年

度
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ

の
総
括
は
。

答
（
市
長
） 

　

人
材
育
成
が
大
き
な
課

題
。
目
標
値
に
対
す
る
実

績
値
を
し
っ
か
り
分
析
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
畜

産
振
興
公
社
の
役
割
と
機

能
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ

け
る
か
が
課
題
。

問 

　

馬
事
振
興
の
課
題
で
あ

る
、
生
産
者
の
高
齢
化
と

市
場
取
引
価
格
の
低
迷
及

び
限
定
的
な
イ
ベ
ン
ト
需

要
な
ど
、
経
済
的
利
点
が

乏
し
い
こ
と
へ
の
対
応
は
。

答
（
市
長
） 

　

馬
事
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
の

現
状
と
、
今
後
の
あ
る
べ

き
方
向
性
を
し
っ
か
り
と

見
極
め
て
進
め
た
い
。

問 

　

馬
っ
こ
ま
つ
り
の
復
活

は
な
い
か
。

答
（
市
長
） 

　

畜
産
振
興
公
社
は
観
光

推
進
協
議
会
の
構
成
メ
ン

バ
ー
で
あ
り
、
馬
っ
こ
ま

つ
り
を
イ
ベ
ン
ト
に
す
る

か
、
観
光
資
源
に
す
る
か

検
討
し
た
い
。

佐々木大三郎  議員
（市民クラブ）

遠
野
ふ
る
さ
と
公
社

累
積
赤
字
過
去
最
大

馬
事
振
興
の
現
状
を
確
認

一問一答方式

稲荷下第二地区土地区画整理事業
（公園、道路、小学校まで続く歩行者専用道路）

高校生と馬とのふれあい

市政を問う（文責本人） 市政を問う（文責本人）
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問 

　

人
工
知
能
が
進
化
・
発

展
し
て
い
る
社
会
で
、
子

ど
も
達
の
生
き
る
力
を
伸

ば
し
て
い
く
た
め
の
対
策

等
を
伺
う
。

答
（
教
育
長
） 

　

人
工
知
能
に
つ
い
て

は
、
年
々
進
化
の
ス
ピ
ー

ド
が
加
速
し
、最
近
で
は
、

人
工
知
能
に
よ
る
自
動
運

転
機
能
を
搭
載
し
た
自
動

車
の
開
発
や
、
医
療
、
健

康
面
で
様
々
な
実
証
実
験

が
行
わ
れ
て
い
る
。
人
工

知
能
が
私
た
ち
の
生
活
に

と
っ
て
身
近
な
も
の
に
な

り
、
便
利
な
未
来
が
予
想

さ
れ
る
一
方
で
、「
今
後

20
年
程
度
で
、
今
あ
る
半

数
近
く
の
仕
事
が
自
動
化

さ
れ
、
人
間
の
職
業
を
奪

う
の
で
は
な
い
か
」
と
い

う
予
測
が
論
じ
ら
れ
た
。

　

現
在
、
当
市
で
は
、
小
、

中
が
連
携
し
て「
主
体
的
、

対
話
的
で
深
い
学
び
」
を

目
指
し
た
授
業
の
改
善
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
れ

は
、
新
学
習
指
導
要
領
が

示
す
方
向
性
に
沿
っ
た
も

の
で
あ
り
、
自
信
を
持
っ

て
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

問 

　

遠
野
市
で
も
実
施
し
て

い
る
全
国
学
力
学
習
状
況

調
査
の
目
的
と
そ
の
成
果

は
。

答
（
教
育
長
） 

　

調
査
の
目
的
は
、
義
務

教
育
の
機
会
均
等
と
そ
の

水
準
の
維
持
向
上
の
観
点

か
ら
、
全
国
的
な
児
童
生

徒
の
学
力
や
学
習
状
況
を

把
握
、
分
析
し
、
教
育
施

策
の
成
果
と
課
題
を
検
証

し
て
、
改
善
を
図
る
こ
と

に
あ
る
。
昨
年
の
児
童
生

徒
の
調
査
結
果
を
分
析
し

た
と
こ
ろ
、
基
礎
的
・
基

本
的
な
習
得
に
つ
い
て
は

概
ね
良
好
な
状
況
に
あ
る
。

　

当
市
で
は
、「
主
体
的
・

対
話
的
で
深
い
学
び
」
を

実
現
す
る
た
め
、「
遠
野

市
授
業
づ
く
り
ス
タ
ン
ダ

ー
ド
」を
作
成
し
て
い
る
。

子
ど
も
達
に
は
、
私
た
ち

が
今
ま
で
に
経
験
し
た
こ

と
が
無
い
未
来
の
時
代
を
、

身
に
つ
け
た
資
質
・
能
力

を
活
か
し
、
自
分
で
考
え

判
断
し
て
行
動
で
き
る
能

力
と
、
自
ら
他
者
と
協
力

し
、
助
け
合
う
能
力
を
身

に
つ
け
さ
せ
、
次
世
代
を

生
き
抜
く
力
を
育
ん
で
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

学
校
教
育
に
お
け
る
人
工
知
能
の
対
策
は

細川 幸男  議員
（無会派）

一括方式

問 

　

わ
ら
す
っ
こ
の
「
福
祉

の
こ
こ
ろ
」
を
醸
成
す
る

た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
機

会
を
提
供
し
、
そ
の
効
果

を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

答
（
教
育
長
） 

　

道
徳
の
授
業
で
、
思
い

や
り
や
親
切
な
行
動
の
意

義
、
相
手
の
立
場
に
な
っ

て
考
え
る
こ
と
の
大
切
さ

を
学
ん
で
い
る
。
ま
た
、

障
が
い
者
や
高
齢
者
の
施

設
の
訪
問
、
花
巻
清
風
支

援
学
校
遠
野
分
教
室
の
子

ど
も
達
と
の
日
常
的
な
交

流
な
ど
を
通
じ
、「
困
っ

て
い
る
人
を
助
け
た
い
」

「
誰
か
の
役
に
立
ち
た
い
」

と
い
っ
た
意
識
が
生
ま
れ

て
い
る
。

　

平
成
29
年
４
月
に
実
施

し
た
調
査
で
は
「
地
域
で

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ

の
参
加
」「
人
が
困
っ
て

い
る
と
き
は
進
ん
で
助
け

て
い
る
」
の
項
目
で
、
全

国
平
均
を
上
回
る
結
果
で

あ
っ
た
。
遠
野
の
子
ど
も

は
、
互
い
を
思
い
や
る
心

や
相
互
扶
助
の
意
識
が
強

い
。
様
々
な
活
動
を
通
じ

て
育
ま
れ
た
子
ど
も
た
ち

の
「
福
祉
の
こ
こ
ろ
」
が
、

地
域
の
思
い
や
り
に
も
繋

が
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い

る
。問 ※

共
生
社
会
ホ
ス
ト
タ
ウ

ン
の
登
録
を
、
今
後
の
ま

ち
づ
く
り
に
ど
う
活
か
す

の
か
。

答
（
市
長
） 

　
「
違
い
を
知
る
」「
違
い

を
尊
重
す
る
」「
違
い
と

絆（
つ
な
）が
る
」
取
り
組

み
を
進
め
、
思
い
や
り
と

心
づ
か
い
の
見
え
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
す
動
機
づ

け
に
す
る
。
共
生
社
会
を

実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
遠
野
駅
舎
や
中
心
市

街
地
に
つ
い
て
、
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
理
念

を
活
か
し
た
整
備
を
す
る
。

問 

　

就
労
機
会
を
求
め
る
福

祉
サ
イ
ド
と
、労
働
力
を
求

め
る
農
業
サ
イ
ド
が
同
じ

地
域
に
い
る
。
双
方
の
ニ
ー

ズ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
、
農
業

の
維
持
・
地
域
活
性
化
に

つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。

答
（
市
長
） 

　

市
社
会
福
祉
協
議
会
と

連
携
し
、
障
が
い
者
の
自

立
支
援
と
就
労
支
援
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
新
た
に

今
年
度
は
、
農
福
連
携
の

調
査
研
究
に
着
手
し
た
。

　

農
業
経
営
者
と
福
祉
的

支
援
を
必
要
と
す
る
人
と

の
互
い
の
理
解
を
促
し
、

不
安
を
取
り
除
く
こ
と
が

農
福
連
携
の
推
進
に
は
重

要
で
あ
る
。
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
と
し
て
の
活
躍
を

社
協
に
期
待
し
、
市
も
可

能
な
限
り
支
援
を
す
る
。

菊池 美也  議員
（政和クラブ）

福
祉
を
切
り
口
と
し
た

ま
ち
づ
く
り

農福連携の可能性

一問一答方式

※�

共
生
社
会
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン�

と
は
・
・
・

　
パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
と
の
交
流

を
き
っ
か
け
に
共
生
社
会
の
実

現
の
た
め
の
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
の
街
づ
く
り
及
び
心

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
取
り
組
み

を
実
施
す
る
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
。

「理解し、支え合い、共に生きる」
福祉意識の更なる醸成が必要です。

市政を問う（文責本人） 市政を問う（文責本人）
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問 

　

６
月
２
日
に
地
元
新
聞

に
掲
載
さ
れ
た
遠
野
駅
舎

の
解
体
新
築
案
記
事
に
係

る
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
や

基
本
計
画
調
査
の
中
身
・

内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の

な
の
か
。

答
（
市
長
） 

　

昭
和
25
年
建
築
の
遠
野

駅
舎
は
、
築
68
年
が
経
過

し
老
朽
化
と
耐
震
性
の
問

題
か
ら
、
平
成
26
年
に
Ｊ

Ｒ
東
日
本
か
ら
駅
舎
の
解

体
と
規
模
縮
小
の
建
替
え

方
針
が
提
示
さ
れ
、
翌
年

に
は「
フ
ォ
ル
ク
ロ
ー
ロ
遠

野
」の
営
業
も
停
止
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
本
市
は

平
成
27
年
２
月
関
係
団
体

の
代
表
に
よ
る
「
遠
野
駅

舎
の
未
来
を
考
え
る
会
」

を
立
ち
上
げ
、
５
回
の
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
な

ど
、
Ｊ
Ｒ
側
と
協
議
を
続

け
て
き
た
。

　

調
査
内
容
は
、
現
駅
舎

と
同
規
模
で
駅
舎
に
併
設

す
る
集
客
施
設
に
係
る
、

①
現
況
調
査
、
②
計
画
条

件
の
整
理
・
案
の
作
成
、

③
鉄
道
支
障
調
査
、
④
概

算
工
事
費
・
概
略
工
程
算

出
、
⑤
事
業
施
行
上
の
課

題
整
理
等
の
項
目
で
あ
る
。

問 

　

合
築
に
よ
る
市
の
都
市

施
設
・
集
客
施
設
の
コ
ン

セ
プ
ト
や
イ
メ
ー
ジ
は
。

答
（
市
長
） 

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
ま

と
め
た
３
つ
の
コ
ン
セ
プ

ト
は
、「
ま
ち
の
歴
史
と

魅
力
が
詰
ま
っ
た
１
０
０

年
先
に
誇
れ
る
駅
舎
」、

「
日
常
的
な
賑
わ
い
の
あ

る
人
が
集
ま
る
場
所
」、

「
交
通
・
情
報
・
人
・
時
間

の
接
点
と
し
て
安
心
な
機

能
」
で
あ
る
。

問 

　

交
通
量
予
測
調
査
や
、

道
の
駅
・
遠
野
風
の
丘
へ

の
影
響
を
ど
の
よ
う
に
見

て
い
る
か
。

答
（
市
長
） 

　

国
交
省
の
交
通
量
調
査

に
よ
れ
ば
、
横
断
道
の
供

用
区
間
の
延
伸
に
よ
る
交

通
量
は
増
加
傾
向
で
、
全

線
開
通
に
よ
り
更
に
増
え

る
と
思
わ
れ
る
。

　

市
の
28
年
５
月
の
風
の

丘
の
交
通
量
調
査
で
は
、

施
設
に
面
し
た
国
道
２
８

３
号
の
交
通
量
が
約
40
％

減
少
し
、
全
線
開
通
に
よ

る
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。

問 

　

風
の
丘
へ
の
誘
客
対
策

や
、遠
野
名
物「
ジ
ン
ギ
ス

カ
ン
」が
味
わ
え
る
屋
外
ス

ペ
ー
ス
設
置
の
可
能
性
は
。

答
（
市
長
） 

　

横
断
道
全
線
開
通
後
も

風
の
丘
は
極
め
て
重
要
な

存
在
で
あ
り
、
目
的
地
化

さ
れ
る
よ
う
機
能
充
実
を

図
っ
て
い
く
。

　

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
は
民
間

と
連
携
し
た
取
組
の
中

で
、
20
周
年
感
謝
祭
を
通

じ
て
観
光
推
進
協
議
会
の

中
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

遠
野
駅
舎
の
建
替
え

基
本
計
画
調
査
の
内
容
は

釜石道全通後の
風の丘への影響
や誘客対策は

瀧本 孝一  議員
（市民クラブ）

一問一答方式

問 

　

全
国
的
に
児
童
虐
待
は

深
刻
な
社
会
問
題
と
な
っ

て
お
り
、
県
内
で
も
子
ど

も
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
る

と
い
っ
た
痛
ま
し
い
事
件

も
起
き
て
い
る
が
、
本
市

に
お
け
る
児
童
虐
待
の
現

状
は
。

答
（
市
長
） 

　

子
ど
も
へ
の
虐
待
は
、

身
体
的
虐
待
、
心
理
的
虐

待
、
ネ
グ
レ
ク
ト
（
育
児

放
棄
）、
性
的
虐
待
の
大

き
く
４
つ
に
分
類
さ
れ
る
。

　

県
内
３
児
童
相
談
所
の

虐
待
相
談
受
理
件
数
は
増

加
し
、
29
年
度
は
過
去
最

高
の
１
０
８
７
件
と
な
っ

て
い
る
中
で
、
本
市
の
児

童
虐
待
に
係
る
相
談
人
数

は
24
人
と
な
っ
て
い
る
。

　

児
童
虐
待
の
問
題
は
、

家
庭
環
境
、生
活
の
困
窮
、

夫
婦
関
係
の
問
題
な
ど
多

種
多
様
化
・
複
雑
化
し
て

い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

市
で
は
、
元
気
わ
ら
す

っ
こ
セ
ン
タ
ー
の
こ
ど
も

政
策
課
内
に
家
庭
相
談

員
、
女
性
相
談
員
に
よ
る

相
談
窓
口
を
設
置
し
、
実

態
の
把
握
、
早
期
発
見
、

早
期
対
応
を
行
う
な
ど
相

談
し
や
す
い
環
境
を
整

え
、
親
身
に
な
っ
て
何
度

も
相
談
者
宅
に
足
を
運

び
、
家
庭
に
寄
り
添
っ
て

虐
待
の
解
消
に
向
け
て
奮

闘
し
て
い
る
。

問 

　

児
童
虐
待
が
疑
わ
れ
る

事
態
が
発
生
し
た
場
合
、

市
で
は
ど
の
よ
う
な
対
応

を
す
る
の
か
。

答
（
市
長
） 

　

虐
待
情
報
が
あ
っ
た
場

合
は
、
48
時
間
以
内
に
子

ど
も
の
安
否
確
認
の
た
め

自
宅
等
に
か
け
つ
け
、
子

ど
も
の
安
全
確
認
と
保
護

者
及
び
関
係
者
か
ら
の
聞

き
取
り
等
、
状
況
を
把
握

し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
こ
ど
も
政
策

課
内
で
緊
急
度
判
定
会
議

を
行
い
、
事
態
の
危
険
度

や
緊
急
性
を
判
断
し
、
個

別
ケ
ー
ス
対
応
会
議
を
開

催
し
て
い
る
他
、
状
況
に

応
じ
て
、
岩
手
県
福
祉
総

合
相
談
セ
ン
タ
ー
等
の
関

係
機
関
・
団
体
に
よ
る
ケ

ー
ス
検
討
会
議
を
開
き
、

情
報
共
有
を
し
て
早
期
支

援
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
児
童
福
祉
法
に

基
づ
き
、
遠
野
市
要
保
護

児
童
対
策
地
域
協
議
会
を

設
置
し
、
子
育
て
に
関
わ

る
関
係
機
関
に
よ
る
情
報

交
換
を
行
い
な
が
ら
必
要

な
支
援
に
つ
な
げ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
は
、
元
気
わ
ら

す
っ
こ
セ
ン
タ
ー
の
こ
ど

も
政
策
課
内
に
直
通
電
話

回
線
を
設
け
、
早
急
に
対

応
で
き
る
受
付
体
制
を
整

え
た
。

浅沼 幸雄  議員
（政和クラブ）

本
市
に
お
け
る
児
童
虐
待
の

現
状
は

児
童
虐
待
が
疑
わ
れ
る
場
合
の

対
応
は

一問一答方式

その他の質問

◦�企業誘致と働き手の確保
について
◦�空家の利活用について

数年先に解体・新築が見込まれる現在の遠野駅舎としし踊りの様子

市民みんなの力で
虐待の無い遠野市を

▼児童虐待防止や直通電話回線を
　お知らせするこども政策課のチラシ
　虐待を受けたと思われる子どもがいたら、
　62-0189 へ

市政を問う（文責本人） 市政を問う（文責本人）
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問 

　

こ
の
前
、
地
元
紙
に
市

内
小
友
町
山
谷
地
区
の
災

害
に
対
す
る
不
安
が
住
民

に
よ
っ
て
語
ら
れ
て
い

た
。
高
齢
者
だ
け
で
避
難

せ
ざ
る
を
得
な
い
「
老
老

介
護
」、
若
者
な
ど
の
地

域
の
支
援
者
が
働
き
に
出

て
不
在
に
な
る
「
隠
れ
孤

立
」
な
ど
大
き
な
課
題
と

し
て
浮
か
び
上
が
っ
て
い

る
現
状
。
市
で
は
、「
遠

野
市
防
災
基
本
条
例
」
が

制
定
さ
れ
て
い
る
が
、
災

害
発
生
時
の
具
体
的
救
助

等
に
つ
い
て
示
さ
れ
て
い

な
い
の
で
は
な
い
か
。

答
（
市
長
） 

　

災
害
発
生
時
、
住
民
救

助
や
支
援
に
関
す
る
指
針

と
し
て
国
の
定
め
て
あ
る

災
害
対
策
基
本
法
の
規
定

に
よ
り
進
め
て
行
く
こ
と

が
、
遠
野
市
防
災
基
本
条

例
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

問 

　

災
害
救
助
法
が
適
用
さ

れ
な
い
災
害
支
援
が
生
じ

た
場
合
、
支
援
方
法
や
体

制
は
整
っ
て
い
る
の
か
。

答
（
市
長
） 

　

市
で
は
、
災
害
救
助
法

に
該
当
し
な
い
自
然
災
害

等
の
救
助
支
援
対
応
は
、

従
来
か
ら
適
用
基
準
に
関

わ
ら
ず
救
助
及
び
支
援
活

動
を
実
施
し
て
い
る
。

問 

　

常
に
災
害
発
生
に
備
え

予
算
を
計
上
し
つ
つ
、
直

ち
に
出
動
で
き
る
体
制
を

条
例
化
し
対
策
を
構
築
し

て
い
る
自
治
体
も
あ
る
。

当
市
で
も
必
要
性
が
あ
る

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
（
市
長
） 

　

災
害
救
助
法
が
適
用
さ

れ
な
い
場
合
の
、
救
助
及

び
支
援
に
関
す
る
災
害
救

助
支
援
条
例
を
制
定
し
、

そ
の
費
用
負
担
が
行
政
に

な
る
こ
と
に

備
え
、
財
源

を
確
保
す
る

た
め
の
基
金

条
例
も
制
定

し
て
い
る
自

治
体
が
あ
る

こ
と
を
承
知

し
た
。
今
後

検
討
し
て
い

き
た
い
。

問 

　

岩
手
県
下
33
市
町
村
の

介
護
保
険
料
の
平
均
、
遠

野
市
の
実
態
と
今
後
の
保

険
料
額
の
見
込
み
は
ど
う

か
。答 

　

国
が
発
表
し
た
平
均
保

険
料
基
準
月
額
で
岩
手
県

は
、
５
９
５
５
円
と
な
っ

て
い
る
。
県
下
に
お
け
る

遠
野
市
の
保
険
料
基
準
月

額
は
５
４
２
５
円
で
24
の

保
険
者
中
、
20
番
目
の
額

と
な
っ
て
い
る
。
今
後
、

２
０
２
５
年
度
の
基
準
月

額
は
７
千
円
前
後
に
な
る

と
見
込
ま
れ
て
い
る
。

問 

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の

整
備
目
標
は
。

答 

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
生

活
す
る
た
め
に
、
医
療
、

介
護
の
両
面
で
在
宅
介
護

を
支
え
る
「
定
期
巡
回
・

随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看

護
」
の
整
備
を
す
る
予
定

で
あ
る
。

災
害
対
応
の
強
化
と
支
援
は
大
丈
夫
か

改
正
さ
れ
た

介
護
保
険
料
、

遠
野
市
は
高
い
の
か

菊池 巳喜男  議員
（市民クラブ）

一問一答方式

問 

　

就
職
や
移
住
に
つ
い
て

の
積
極
的
な
情
報
発
信
、

市
内
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
や
就
職
試
験
へ
の
交

通
費
や
宿
泊
費
の
助
成
支

援
な
ど
、
大
学
と
連
携
し

た
就
労
・
移
住
定
住
支
援

に
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

答
（
市
長
） 

　

先
行
事
例
を
参
考
に
大

学
と
の
連
携
を
密
に
し
て

い
く
。

問 

　

奨
学
金
返
還
支
援
制
度

を
導
入
し
て
は
。

答
（
市
長
） 

　

若
者
を
呼
び
込
む
新
し

い
方
策
と
し
て
検
討
す
る
。

問 

　

中
学
・
高
校
生
に
対
し

て
の
取
り
組
み
の
充
実
を
。

答
（
市
長
） 

　

事
前
学
習
会
や
振
り
返

り
の
機
会
を
設
け
る
等
、

学
校
現
場
、
関
係
機
関
と

連
携
し
充
実
を
図
る
。

問 

　
「
ふ
る
さ
と
応
援
名
物
宣

言
」制
度
を
活
用
し
て
「
ジ

ン
ギ
ス
カ
ン
」 「
ホ
ッ
プ・ビ
ー

ル
」 「
ど
ぶ
ろ
く
」の
ブ
ラ
ン

ド
化
を
図
り
、地
域
経
済
の

好
循
環
に
取
り
組
ん
で
は
。

答
（
市
長
） 

　

関
係
者
と
知
恵
を
出
し

な
が
ら
、
仕
組
み
づ
く
り

に
取
り
組
む
。

問 
　

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー

ス
の
整
備
な
ど
中
心
市
街

地
へ
の
企
業
誘
致
の
必
要

性
は
。

答
（
市
長
） 

　

空
き
店
舗
対
策
に
も
な

る
。
積
極
的
に
活
路
を
見

い
出
し
た
い
。

問 

　

国
際
・
全
国
大
会
参
加

者
へ
の
ス
ポ
ン
サ
ー
募
集

な
ど
応
援
制
度
を
。

答
（
市
長
） 

　

更
な
る
充
実
を
図
り
た

い
。

問 

　

終
末
期
医
療
、
自
宅
で

の
み
と
り
を
支
え
る
体
制

の
充
実
は
。

答
（
市
長
） 

　

入
院・退
院
時
の
医
療
と

介
護
の
連
携
を
マ
ニ
ュ
ア
ル

化
し
た
。
ま
た
関
係
者
の

枠
組
み
を
広
げ
た
新
し
い

組
織
を
調
整
し
て
い
る
。

問 

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
技
術
を
活
用

し
た
積
極
的
な
取
り
組
み

も
必
要
で
は
。

答
（
市
長
） 

　

岩
手
中
部
地
域
の
医
療

機
関
、薬
局
や
介
護
施
設
、

行
政
間
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
活
用
し
患
者
の
情
報

を
共
有
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
協
議
会
に
、
積
極
的
に

参
加
す
る
。

問 

　

成
年
後
見
制
度
の
周
知

啓
発
、利
用
支
援
、市
民
後

見
人
の
養
成
が
必
要
で
は
。

答
（
市
長
） 

　

釜
石
市
、
大
槌
町
と
共

同
で
、
専
門
相
談
や
市
民

後
見
人
の
養
成
等
を
行
う

成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
を
設

立
し
、
支
所
を
設
置
す
る

予
定
で
あ
る
。

問 

　

地
域
で
の
支
え
合
い
・

助
け
合
い
、
見
守
り
、
終

活
支
援
の
充
実
を
。

答
（
市
長
） 

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
を
進
め
る
な
か
で
、
先

進
事
例
も
参
考
に
関
係
部

課
と
連
携
を
図
り
充
実
さ

せ
る
。

小林 立栄  議員
（無会派）

産
業
と
交
流
の
元
気
な

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を

安
心
の
長
寿
社
会

に
向
け
て

一問一答方式

※LGBTの注釈について不正確で誤解を招く表現がありました。訂正のうえ、お詫び申し上げます。
　�LGBT～レズビアン（女性同性愛者）、ゲイ（男性同性愛者）、バイセクシュアル（両性愛者）、トランスジェンダー（心と体の性
が一致しない人）の英語の頭文字をとった言葉。これらに含まれない性的少数者全体を示す総称として使われることもある。

※投票環境の整備についての答弁は、市長ではなく選挙管理委員会委員長でした。訂正のうえ、お詫び申し上げます。

議会だより53号の
訂正について

遠野らしい一次・二次・三次産業の連携を促す
仕組みが重要。

日ごろから訓練に励み、消防操法競技会で成果を上げる
消防団員

市政を問う（文責本人） 市政を問う（文責本人）



この議会だよりの中に答えがあるので、
最初から最後まで読んでみてください

その ❶    議員の政務活動費は年額●万円です。
その ❷    平成 30 年度市民と議会との懇談会に

参加いただいた市民は延べ●●●名 
でした。

その ❸    教育民生常任委員会は愛媛県西条市で、
●●●を活用した「遠隔合同授業」を
視察しました。

　
平
成
30
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
最

初
の
議
会
で
あ
り
ま
し
た
。

　
日
本
各
地
で
災
害
が
発
生
し
て
お

り
ま
す
。
被
害
に
遭
わ
れ
た
皆
様
に

対
し
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。
当
市
に
お
い
て
も
い
つ
ど
ん

な
災
害
が
発
生
す
る
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。
本
年
度
も
災
害
も
な
く
、
市
民

個
々
が
健
康
で
、
安
全
で
安
心
し
て

過
ご
せ
る
年
で
あ
る
こ
と
を
願
う
ば

か
り
で
す
。

　
私
た
ち
議
員
は
、
い
か
に
遠
野
市

の
活
性
化
に
寄
与
す
る
べ
き
か
、
問

題
点
を
指
摘
し
つ
つ
市
民
が
納
得
す

る
よ
う
に
行
動
し
た
い
も
の
で
す
。

　
15
年
と
い
う
永
き
に
わ
た
り
遠
野

市
の
発
展
に
ご
尽
力
さ
れ
、
全
国
市

議
会
議
長
会
よ
り
表
彰
と
感
謝
状
を

受
賞
さ
れ
た
４
名
の
議
員
に
対
し
、

敬
意
と
祝
意
を
申
し
上
げ
ま
す
。

�

　
　
　
　
　
　
　
（
照
井
）

議
会
へ
の
提
言
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す！

《応募方法》　クイズの答え・住所・氏名・年齢をお書き
のうえ、ハガキやメールでご応募ください。議会だより
を読んだ感想や、議会へのご意見もお書き添えください。
ご意見等は、「市民の声」のコーナーで、できるだけご紹
介させていただきます。応募者の中から、抽選で３名の
方にすずらん商品券1,000円分をお贈りします。
（当選者の発表は発送をもって代えさせて頂きます。）
《あ て 先》 〒028-0592���遠野市中央通り９番１号
　　　　　�遠野市議会事務局�宛
メールでも応募できます！！ ��gikai@city.tono.iwate.jp
《しめきり》　平成 30年８月17日（金）（当日消印有効）

環境にやさしい
植物性100％インク
を使用しています

� 〒028-0592　岩手県遠野市中央通り９番１号� TEL�0198-62-2111
� ホームページ　http://www.city.tono.iwate.jp/� E-mail　gikai@city.tono.iwate.jp
� 【印刷】株式会社�東海印刷所

遠野議会だより

～議会だより53号クイズの答え～
その①��177　��その②��子育て　��その③��チャタヌーガ

【発行責任者】遠野市議会議長��新田勝見　�【編集】広聴広報常任委員会No.54

広聴広報常任委員		
  ▪委員長　 菊池 巳喜男　　 ▪副委員長　 小林 立栄
  ▪委　員　 菊池  充・照井 文雄・多田  勉・菊池 美也

編
　
集
　
後
　
記

　「初めてだけど懐かしいまち」遠野に移り住ん
で約3か月。小田島ギター見習いの名平と申し
ます。この春、道立高等学校を定年退職し、こ
の道に入りました。これは、自分の人生で最後
のチャレンジです。師匠の小田島さんとの出会
いは古く、所も北海道。無類のギター好きであ

った私は、和寒町の廃校にギター工房を構えた
青年について書かれた新聞記事を見逃しません
でした。以来、10年以上の交流を通じ氏の人
柄や木材と対話しているかのような楽器作製に
感銘を受け、弟子入りを志願しました。自らの
ルーツを思い起こさせる佇まいの遠野に住むこ
とも楽しみでした。
　チャレンジは人を元気で前向きにしてくれま
す。私も生涯続くこのチャレンジにワクワクし
ています。願わくは、多くのシニア世代がチャ
レンジを忘れず、元気で明るい遠野のまちづく
りに貢献できますことを。

わたしのひとこと

名
な

 平
ひら

  　裕
ひろし

 さん
（青笹町）

とおの
議会だより クイズ

●欄に適切な言葉を入れて
下さい

このコーナーは、市民の皆様のまちづくりの夢や希望
などを掲載しています。掲載を希望される方は、お気
軽に当事務局までお申し出ください。


